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昨年の５月８日にコロナが５類になり、少しずついつも通りの活動ができるようになりました。今年

度は、スタートから制限なしで活動ができます。地域活動も本格的に再開し、早速４月６日(土)に、小

学生を連れていちご狩りに行ってきました。 

４０名のアグレッシブな小学生を引き連れてのいちご狩りと公園遊びは、なかなかハードです。公園

では、全く知らない地元の子どもたちを仲間に入れて、保護者も巻き込み、みんなで思いっきり鬼ごっ

こを楽しみました。終わった後は疲れ果てて芝生に倒れ込んでしまいました。 

地域活動は事前準備が大変な上に、当日はもっと大変なのですが、それでも親隣館が地域活動を続け

るのは、利益度外視で地域の子どもたちと繋がり、子どもが子どもらしくいられる場所を提供していき

たいからです。 

渡邉館長の言葉に、「子ども時代に子どもらしくいられないと、ちゃんとした大人になれない」とい

う言葉があります。子どもが大人になって社会に羽ばたくための「生きる力」を獲得するには、子ども

時代に子どもらしくいられる体験が必要なのです。だからこれからも親隣館は、地域活動を通じて、子

どもが子どもらしくいられる場所を提供していきたいと思っています。 

コロナというリミッターが外れ、親隣館は今季、今まで以上にアグレッシブに活動していきます！乞

うご期待！ 

（園長 田中 智和） 

しんりんかんだより 
年主題  

「さあ、漕ぎだそう奏でよう」 
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２０２４年５月１日発行 


